
 

今号の表紙
銅金裕司「シルトの岸辺～動く絵：Hagenomyia pictorica」（2010－）
（アリジゴク、岩絵の具、皿）

作者のことば
　ある日、器に小さな砂丘をこしらえてアリジゴク（Hagenomyia micans）を放ってみると、まさに砂漠を旅する放浪のベド
ウィンのように見えてきた。14世紀のイヴン＝ハルドゥーンは『歴史叙説』という本で「田舎や砂漠の生活形態は都会に先行し、
文明の根源である」と言ったが、アリジゴクにおいても、造形やデザインという意味ではそのことが言えるように思う。すなわ
ち、人はこれまで建築とか機械さらにはダムとか空港とか海岸の砂浜工事だとか、いろいろデザインしてきたが、結局、どれもが
自然のかけがえのない造形を破壊しているように思える。人間が自分勝手なデザインで自然の造形の破壊してきたとしたら、それ
は、デザイナーとしてはていたらくだと言えるだろう。 いったい、だれがこの世界で自然の造形に見合うようなデザインを創造
したことがあるだろうか。
　その点、アリジゴクが作るウスは浅いとアリに逃げられるし、深いと砂が落ちてくる。ウスを作るコストは、一匹のアリの熱量
で賄えるはずで、決して、自然への大きな負荷になることなく、自然への完璧なデザインと言える。さらに絶望的なのは、自然を
科学的に分析し総合しても、その自然への完璧なデザインという創造は結局には困難であろうと直感することなのだ。
　しかしながら、そこで登場するのが、アートの精神であると信じたい。人はアートを通じで、さまざまな感性を養うことがで
き、さまざまな作品を制作できるのである。このような意味でアートの世紀の到来を信じてゆきたいと思う。

銅金裕司　Yuji Dogane
メディアアーティスト。京都造形芸術大学教授、東京芸術大学先端芸術表現学科非常勤講師。神戸市生まれ。海洋工学を修めた
後、園芸に転向し千葉大学大学院博士課程修了（学術博士）。東京芸術大学で10年、独自な観点で創発について講ずる。 脱領域的
な試みに挑戦しつつ、メディアアートで美術館、ギャラリーなどで作品展示、ワークショップ多数。藤幡正樹と藤枝守とコラボ
レート作品多数。ラン科 植物の園芸的研究で学位を収めるも、最近はランと昆虫の関係をランと人との関係に見立て、若い頃愛
読したナボコフやルーセルに回帰しつつ、新たな作家活動 に向かう。
http://wiki.livedoor.jp/dogane

　編集後記 

■暑い日々が続いておりますが、会員の皆様にはご
活躍のことと拝察いたします。18巻２号をお届けい
たします。例年通り、学術大会抄録集を兼ねており
ます。今年は札幌開催ということで、例年より2カ
月早い大会の開催に伴い、会誌の発行もこの時期に
なりました。

■今号には、気鋭の先生方に総説３件をお寄せいた
だきました。北村真吾先生には、ヒトの体内時計に
関する個人差に着目したクロノタイプの解析につい
て、睡眠、気分調節などとの関わりをまとめて頂き
ました。高橋正也先生には、特に夜勤中の睡眠とい
う観点から、ヒトの睡眠を上質化するに何が必要
か、議論、ご提言を頂きました。ともに、時間生物
学の社会的・臨床的な意義を改めて捉えなおす際
に、とても参考になる論考と存じます。さらに、前
号に引き続き、郡宏先生にはリズム研究、特に位相
解析における数理的なアプローチについて詳しく解
説していただきました。前号と併せて把握していた
だければ、概日時計の数理モデルの論文を読んだ
り、自分で考えたりするときに、相当役に立つと思
います。

■さらに、今号では最近研究室を立ち上げられた京
都府大の八木田和弘先生と、シアトルのワシントン
大学の今泉貴登先生から、ラボのセットアップや、
それに至る苦労話を交えた、役に立って面白いエッ
セイを寄せていただきました。特にこれから独立を
目指す若手の方や、学生の方々にはとても参考にな
るのではないでしょうか。ぜひお楽しみください。

■今号の表紙は、「生命」を巡って、生物、電子メ
ディア、音響など様々なアプローチで独自の表現を
模索し続けてきたメディアアートの大御所、銅金裕
司さんに、最近の展開の中から、アリジゴクを用い
た「シルトの岸辺～動く絵」の画像をご提供いただ
きました。アリジゴクは、本来ウス状の穴を創りま
すが、日本画に使われる岩絵の具を皿に盛ってアリ
ジゴクを放ったうえで、銅金さんが独自の手つきで
アリジゴクに信号を送ると、今までにまったく知ら
れていない動きをし、複雑でヴィヴィッドかつデ
モーニッシュな軌跡を創発します。「日本画の岩絵
の具を使って、横山大観にも描けないような深遠な
線を生み出すアリジゴク」（ご本人のことば）を見
つめる優しくも強靭な銅金さんの視点は、とても興
味深く、様々な問題を抱えている現在、示唆的でも
あると思います。アートの精神の重要性を力強く謳
う「作者のことば」と併せてご堪能ください。
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